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1982 最新食品分析法 第三版 四訂日本食品標準成分表 日立高速アミノ酸
1983  島津電子上ざら天びん 分析計（835 型）
1984  2 次訂日本食品アミノ酸組成表
1985  




1990 （四訂フォローアップ） PC-9800 マッフル炉
1991 日本食品無機質成分表 電子分析天びん
1992 日本食品食物繊維成分表
1993 日本食品ビタミン D 成分表
1994










2005 五訂増補日本食品標準成分表 PC LA700/DD PC 化学分析システム
2006 五訂増補日本食品標準 ノート型 PC

















































































































































（4）一方、1990 年代から 2000 年代にかけて PC が普
及し利便性のある対応ソフト（マイクロソフトのワー
ド、エクセル、パワーポイント等）がめざましい発展















第 2 部に試料の取り扱い、第 3 部に一般成分の定量、
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名称 公表年 食品数 成分項目数
日本食品標準成分表 昭和 25 年（1950 年） 538 14
改定日本食品標準成分表 昭和 29 年（1954 年） 695 15
三訂日本食品標準成分表 昭和 38 年（1963 年） 878 19
四訂日本食品標準成分表 昭和 57 年（1982 年） 1,621 19
五訂日本食品標準成分表 平成 12 年（2000 年） 1,882 36
五訂増補日本食品標準成分表 平成 17 年（2005 年） 1,878 43
日本食品標準成分表 2010 平成 22 年（2010 年） 1,878 50
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しく進んでいる。細胞の分析（2 次元画像分光システ































































2）　神立 誠、同文書院、昭和 39 年第一版第 1刷発行
3）　 島津天びんの歴史　http://www.shimadzu.co.jp/balance/hiroba/
history/index.html　2013/10/18
